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Investigating Code Review Quality: Do People and Participation Matter?

● 気になった点
○ 全体のコードレビューの54%がバグを見逃している

気になった点
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仮説

● レビュー後に見逃しやすい不具合があるのではないか？

➢ 先行研究では’見逃しやすい人’がいるという結論を出していた

● ‘見逃しやすい不具合’の特徴があれば対策が出来そう

➢ レビューの効率化

■ 何度もレビューする手間が省ける

■ レビュー後、不具合が起きることが予測出来る

➢ 不具合修正時間の短縮
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疑問点

● レビュー後再修正される不具合は問題になるのか

➢ レビュワーの手間

➢ 不具合修正の長期化

● Buggy reviewの定義

➢ 正しくない再修正も含まれているのではないか？

■ 編集者の手違いで’REOPENED’されたなど

● 他のプロジェクトではどうなるのか

● 他で研究されているかも？

➢ OSSではないかもしれないが、商業用のソフトウェアなどではあるかも

■ OSSでなければ研究する価値はあると思う

■ 先行研究があれば商用ソフトウェアとの比較もできる
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やりたいこと

● 先行研究に倣って、Buggy reviewを抽出

➢ 半数以上のレビューされた不具合が再修正されるのか確認

● どういった理由でレビュー後’REOPENED’されているのか確認

➢ 編集者の手違いや勘違いがないのか

■ それも不具合と考えるなら、１つのカテゴリに出来るかも

● 修正時間長期化など、問題になっているのか確認

➢ Buggy reviewの不具合とそうでない不具合で修正完了までの時間に

差があるのか確認したい

■ 差があれば問題点になりうるのでは？

● Buggy reviewを引き起こす不具合とそうでないものを分類

➢ 分類方法は後で...

● 他のプロジェクトでも同じ手順でしてみたい

➢ Androidなど(データがありそう)
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研究テーマについて

● ２月の研究テーマ発表(してないけど)からほとんど進んでいない

➢ データも満足に取れない...

● このテーマが無理なら’レビュー’にこだわるつもりはありません

➢ いくつか論文を読んだけど、あまり疑問がわかない上に、一人でできる

気がしない
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